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道の駅「グランテラス筑西」のイベン

トにて（6月 12日） 
大ステージではなく「渡り廊下デッキ

下」ステージ。しかし筑波山を背景に

がま口上、最高のロケーションです。 

土浦市亀城公園「つちうら駄菓子屋楽

校」のステージにて（5月 15日） 

年に数回開催されているイベント。家族

連れの方が多く集まり、がま口上は子供

にも大人気です！ 

第 42 号 

発  行 

筑波山がまの油売り口上研究会 

 
 

コ
ロ
ナ
対
策 

飛
沫
防
止
グ
ッ
ズ
３
題 

 

コ
ロ
ナ
の
猛
威
は
未
だ
収
束
の
兆
し
が

見
え
ず
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
て

も
し
ば
ら
く
の
間
は
、
が
ま
口
上
を
演
じ

る
の
に
飛
沫
防
止
の
対
策
が
必
須
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
最
近
使
用
し
た
代
表

的
な
３
種
類
の
対
策
グ
ッ
ズ
の
使
用
感
を
報
告
し
ま
す
。

以
下
は
す
べ
て
安
心
・
安
全
な
場
所
で
の
口
演
で
、
見
解

は
あ
く
ま
で
個
人
的
な
も
の
で
す
。
ご
参
考
ま
で
。 

① 

マ
ス
ク 

顔
と
の
密
着
感
が
あ
り
、
か
な
り
大
き
な
ア
ク
シ
ョ
ン
で

も
口
か
ら
ズ
レ
ま
せ
ん
。
し
か
し
ど
う
し
て
も
マ
ス
ク
で

声
が
籠
る
の
で
、
屋
外
で
の
口
演
で
は
マ
イ
ク
を
通
さ
な

い
と
声
が
遠
く
ま
で
届
き
に
く
い
よ
う
で
す
。

 

② 

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド 

マ
ス
ク
よ
り
は
口
ま
わ
り
の
開
放
感
が
あ
っ
て
声
を
出
し

や
す
い
も
の
の
、
仮
面
を
被
っ
て
い
る
よ
う
で
、
見
た
目

に
も
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
顔
に
フ
ィ
ッ
ト
し
て
、

安
心
感
は
あ
り
ま
す
。 

 

③ 

マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド 

五
月
十
五
日
の
が
ま
研
総
会
で
配
布
さ
れ
た
も
の
で
す
。

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
よ
り
小
さ
く
、
見
た
目
の
違
和
感
は

小
さ
い
の
で
す
が
、ア
ゴ
に
押
し
当
て
て
着
装
す
る
た
め
、

声
と
ア
ク
シ
ョ
ン
が
大
き
い
と
ズ
レ
や
す
く
、
屋
外
で
の

口
演
に
は
向
い
て
い
な
い
か
も
？               

で
は
皆
様
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
、
ま
た
元
気
に

活
躍
し
ま
し
ょ
う
！ 

 
 

（
山
口 

陽
弘
） 

土浦市栗原「邑マルシェ&ギャラリー」の

ステージにて（4月 10日）古民家を活用し

たマルシェで、毎月第２土曜日に開催され

ています（現在は休止）。日本庭園でのステ

ージでは、ジャズや昭和歌謡、演劇、演芸

などとともに「がまの油売り口上」も定番。 

   コロナに挑戦 あの手 この手 
新型コロナによく似ているというスペイン風邪は、1918 年から 1920 年にかけて猛

威を振るいました。世界人口の 1/3 が感染、日本でも45 万人の死者を出したと言いま

す。終息までに 2 年かかり、大きく 3 つの流行の波があったようです。当時もウイル

スが変異したり、それが他の地域から持ち込まれたり、移動・密集・接触の多い場が

流行の拠点になりました。（参考「感染症の日本史」磯田道史 著） 
新型コロナもかれこれ２年。ワクチン接種も進んでいることから、早く終息宣言を

聞きたいものですが、指をくわえて待ってばかりもいられない。そして山口氏のめげ

ない挑戦は、この時期の活動の参考に又意欲喚起につながります。 



 がま研 かわら版      令和 3 年９月 15 日       第 42 号 

2 

 

東
日
本
大
震
災
で
浪
江
で
の
勤
務
が
無
く
な
り
無
職
と

な
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
腰
痛
が
ひ
ど
く
、
特
に
ス
ー
パ
ー

の
レ
ジ
待
ち
な
ど
の
棒
立
ち
が
苦
痛
。
歩
行
は
ジ
ワ
リ
ジ

ワ
リ
と
鈍
い
痛
み
が
蓄
積
し
我
慢
で
き
ず
、
前
屈
み
に
し

ゃ
が
み
腰
を
伸
ば
す
、す
る
と
ス
ト
ン
と
痛
み
が
消
え
る
。

歩
く
、
痛
む
、
前
屈
み
、
の
繰
り
返
し
、
こ
れ
を
「
間
欠

性
跛
行
」
と
言
う
そ
う
だ
。
整
形
外
科
で
検
査
の
結
果
、

初
期
の
「
脊
柱
管
狭
窄
症
」
と
診
断
さ
れ
た
。
飲
み
薬
で

経
過
観
察
と
な
っ
た
が
一
向
に
改
善
の
兆
し
な
が
無
か
っ

た
。「
脊
柱
管
狭
窄
症
は
自
分
で
治
せ
る
」
と
言
う
本
に
よ

る
と
、
先
ず
は
体
を
こ
ま
め
に
動
か
す
こ
と
だ
と
あ
る
。

幸
い
正
座
、
椅
子
に
座
る
、
自
転
車
や
車
の
運
転
は
全
く

問
題
な
い
。
そ
こ
で
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
購
入
し
、
一
般
道

は
危
な
い
の
で
車
に
自
転
車
を
積
み
、つ
く
ば
り
ん
り
ん
、

久
慈
川
サ
イ
ク
ル
、
鬼
怒
川
、
霞
ヶ
浦
等
の
専
用
ロ
ー
ド

に
出
か
け
た
。
更
に
基
本
的
に
は
十
分
な
ス
ト
レ
ッ
チ
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
歩
数
で
は
な
く

フ
ォ
ー
ム
が
重
要
で
、
踵
か
ら
蹴
り
だ
し
て
い
る
か
？
腕

は
小
指
で
風
を
切
る
よ
う
に
し
っ
か
り
振
っ
て
い
る
か
？

目
線
は
地
面
と
平
行
に
、
蹴
り
返
し
は
母
趾
球
で
し
っ
か

り
蹴
り
返
し
て
い
る
か
？
上
体
が
ぶ
れ
て
い
な
い
か
？
細

か
い
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
距
離
と
速
度
を
決
め
て
記
録
し

て
い
る
。 

 

そ
ん
な
平
成
二
十
九
年
秋
に
新
聞
で
「
筑
波
山
ガ
マ
の

油
売
り
講
座
」
受
講
生
募
集
を
見
た
。
時
間
は
タ
ッ
プ
リ

あ
る
し
、
興
味
も
あ
っ
た
の
で
申
し
込
ん
だ
。
以
前
に
読

ん
だ
『
余
生
の
生
き
方
』
と
い
う
本
の
三
大
重
要

項
目
は
、
①
何
時
で
も
ど
ん
な
こ
と
で
も
良
い
か

ら
一
旗
揚
げ
る
気
で
何
か
に
取
り
組
め
！
②
人
に

迷
惑
を
か
け
る
な
！
③
延
命
治
療
は
受
け
る
な
！

で
あ
り
、
①
の
ボ
ケ
防
止
に
も
な
る
か
な
と
思
っ

た
の
が
受
講
理
由
だ
っ
た
。 

二
回
受
講
後
、
海
浜
公
園
「
コ
キ
ア
」
で
水
戸

教
室
が
実
演
す
る
と
聞
き
、
本
物
を
見
た
。
面
白
く
興
味

が
持
て
、
私
に
も
で
き
そ
う
だ
と
思
い
、
翌
年
一
月
に
入

門
し
た
。 

 

早
速
阿
弥
陀
寺
で
月
一
回
の
稽
古
が
始
ま
っ
た
。
口
上

を
暗
記
す
る
の
が
中
々
う
ま
く
行
か
ず
、
し
か
も
腰
痛
や

所
用
で
休
む
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。 

若
い
頃
は
頻
繁
に
業
務
報
告
を
さ
せ
ら
れ
、
人
前
で
の

発
表
そ
の
も
の
は
特
に
問
題
な
く
嫌
で
も
な
か
っ
た
。
上

司
か
ら
は
丸
暗
記
は
ダ
メ
だ
、
こ
の
図
表
で
は
何
を
ど
う

説
明
す
る
か
を
頭
に
入
れ
ス
ト
ー
リ
ー
を
叩
き
込
め
と
言

わ
れ
た
も
の
だ
。
そ
う
言
う
訳
で
丸
暗
記
の
習
慣
が
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
ど
う
に
か
全
編
暗
記
が
出
来
た
。 

 

そ
し
て
問
題
の
紙
切
り
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、
尾
形
先
輩
の
特

訓
、
日
立
市
の
カ
ラ
オ
ケ
店
で
一
曲
も
歌
わ
ず
三
時
間
教

わ
っ
た
が
難
し
か
っ
た
。

刀
、
袴
や
小
物
、
鉢
巻
き

や
タ
ス
キ
な
ど
も
山
仲
間

の
女
性
達
が
面
倒
見
て
く

れ
た
。
そ
し
て
小
道
具
も

揃
い
、
昨
年
十
月
三
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
渦
中
、
私
の

為
の
デ
ビ
ュ
ー
審
査
会
を

開
催
し
て
頂
い
た
。 

 

天
候
も
よ
く
阿
弥
陀
寺

本
堂
前
、
四
十
人
ほ
ど
の

観
客
、
応
援
団(

？)

の
前
で
演
じ
る
こ
と
に
。
フ
ル
装
備

で
、
し
か
も
一
般
の
人
前
で
や
る
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た

が
ど
う
に
か
デ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
皆
様
の
ご

指
導
ご
協
力
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
幸
い
動
画
投
稿
が

あ
り
、
再
生
し
て
見
る
と
反
省
点
多
々
有
り
で
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
は
猛
威
を
振
る
い
、
口
上
を
や
る
機
会
が

ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
い
た
今
年
の
四
月
、
海
浜
公
園
定

番
の
「
ネ
モ
フ
ィ
ラ
で
口
上
」
が
十
七
日
、
二
十
一
日
の

２
日
間
（
例
年
の
半
分
）
組
ま
れ
た
。
演
じ
る
場
所
は
、

古
民
家
前
の
広
場
で
、
マ
ス
ク
着
用
は
元
よ
り
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
取
り
、
口
演
者
は
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド

着
用
と
こ
ま
め
な
消
毒
な
ど
の
対
策
の
上
で
の
実
施
と
な

っ
た
。
私
の
海
浜
公
園
デ
ビ
ュ
ー
は
初
日
、
ナ
ン
ト
雨
天

中
止
に
。
だ
が
中
村
先
輩
の
好
意
に
よ
り
二
日
目
の
二
番

手
と
な
っ
た
。
今
年
の
ネ
モ
フ
ィ
ラ
開
花
は
例
年
よ
り
二

週
間
早
い
と
い
わ
れ
、
入
園
者
も
多
く
、
口
上
は
四
回
共

百
人
前
後
が
立
ち
寄
っ
て

く
れ
、
そ
の
中
に
は
毎
度

お
馴
染
み
の
山
仲
間
も
。

初
口
上
は
こ
れ
ま
た
反
省

点
が
多
々
あ
っ
た
が
、
ど

う
に
か
演
じ
き
る
こ
と
が

出
来
、正
直
ホ
ッ
と
し
た
。

大
勢
の
人
前
で
演
じ
る
こ

と
は
実
に
楽
し
く
張
り
合

い
が
あ
る
。
今
後
共
練
習

を
重
ね
皆
さ
ん
と
楽
し
く

や
っ
て
行
き
た
い
。 

口
上
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
私
な
り
に
、
言
葉
巧
み
に
、
い

い
加
減
な
こ
と
を
、
面
白
お
か
し
く
テ
ン
ポ
良
く
、
そ
し

て
聴
衆
の
反
応
を
見
な
が
ら
適
当
な
ア
ド
リ
ブ
、
ギ
ャ
グ

で
見
て
い
る
人
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

小
桧
山 

敏 

阿弥陀寺本堂前 

海浜公園古民家前 
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さ
て
、
腰
痛
対
策
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
主
体
で
、
最
近
は

近
く
の｢

六
ツ
野
ス
ポ
ー
ツ
の
杜｣

一
周
一
㎞
を
６
～
８
周

し
て
い
る
。
そ
の
甲
斐
が
あ
っ
て
か
最
近
は
仲
間
と
の
里

山
登
り
で
、
よ
く
そ
こ
ま
で
回
復
し
た
と
言
わ
れ

弾
み
が
つ
い
て
い
る
。
前
出
の
②
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
は
、
他
人
は
言
う
に
及
ば
ず
、
二
十
年
前

に
家
内
を
亡
く
し
二
人
の
息
子
達
は
高
校
卒
業
と

同
時
に
県
外
へ
出
て
以
後
独
居
生
活
。
そ
ん
な
訳

で
動
け
な
く
な
っ
て
介
護
さ
れ
な
が
ら
長
生
き
し

た
ら
息
子
達
に
多
大
な
迷
惑
を
掛
け
る
ば
か
り
か

晩
節
を
汚
す
の
が
耐
え
ら
れ
な
の
で
、
ボ
ケ
な
い

で
③
延
命
処
置
を
受
け
ず｢

ぴ
ん
ぴ
ん
こ
ろ
り

(P
P

K
) ｣

が
目
標
（
？
）
だ
。 

入
会
し
て
有
難
い
こ
と
は
、
皆
さ
ん
と
の
素
晴

ら
し
い
出
会
い
だ
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
交
友

関
係
は
ど
う
し
て
も
以
前
の
仕
事
や
地
域
の
関
係

が
多
く
話
題
も
広
が
ら
ず
、
年
と
共
に
速
い
ペ
ー

ス
で
交
友
関
係
は
縮
小
し
て
い
く
。
こ
れ
もP

P
K

達
成
の
大
き
な
障
害
だ
。 

最
後
に
私
の
口
上
を
見
た
仲
間
が
「
オ
メ
ェ
、

会
津
の
出
だ
ろ
う
、袴･

タ
ス
キ･

鉢
巻
き･

刀
ま
で

揃
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
今
度
は
白
虎
隊
を
や
れ
！
」

「
ガ
マ
の
油
売
り
は
腕
切
っ
て
済
む
が
白
虎
隊
は

切
腹
す
る
か
ら
出
来
ね
ー
よ
！
」･･･

お
粗
末
！ 

 

今
後
も
、
口
上
に
磨
き
を
か
け
て
行
く
所
存
で

す
。
ど
う
か
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私
の
住
む
県
西
地
方
は
、
筑
波
山
の
西
麓
に
位
置
し
、

肥
沃
な
水
田
地
帯
が
広
が
る
緑
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

地
域
で
す
。
生
ま
れ
た
旧
筑
波
町
北
条
で
は
朝
日
の
筑
波

山
、
緑
の
筑
波
山
、
紫
の
筑
波
山
を
朝

な
夕
な
に
見
て
育
ち
ま
し
た
。 

 

こ
の
自
然
豊
か
な
県
西
地
方
に
お
い

て
も
全
国
的
に
も
、
少
子
高
齢
化
・
未

婚
晩
婚
化
は
社
会
問
題
、
特
に
農
村
部

な
ど
で
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
役
時
代
に
は
到
底
叶
わ
な
か
っ
た

退
職
後
の
「
時
間
」
を
、
あ
れ
も
や
り

た
い
、
こ
れ
も
や
り
た
い
と
ガ
ム
シ
ャ

ラ
に
挑
戦
。
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会

議
マ
イ
ス
タ
ー
・
国
際
交
流
外
国
人
の

た
め
の
日
本
語
教
室
講
師
・
茨
城
県
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
・
い
ば
ら
き
ニ
ユ

ー
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
は
、
高
齢
者
に
適

し
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
発
展
・

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
・
小

学
校
へ
読
み
聞
か
せ
出
前
講
座
・
が
ま

口
上
・
等
々
で
す
。 

今
、
私
が
一
番
打
ち
込
ん
で
い
る
の

は
、
い
ば
ら
き
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

（
結
婚
相
談
員
）
で
す
。 

平
成
十
八
年
八
月
三
十
一
日
、
県
知

事
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
「
い
ば
ら
き
マ
リ

ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
県
西
活
動
協
議
会
」

県
西
地
区
七
市
三
町
、
桜
川
市
か
ら
古

河
市
ま
で
。
特
に
、
桜
川
市
・
筑
西
市
は
、
消
滅
可
能
性

の
あ
る
街
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
桜
川
市
・
筑
西
市
・
結
城
市
の
三
市
で
「
結

婚
支
援 

赤
い
糸
」
を
平
成
二
十
七
年
六
月
、
十
四
名
で

結
成
し
ま
し
た
。
出
会
い
を
求
め
て
、
年
３
回
～
４
回
の

婚
活
パ
ー
テ
ィ
、
二
カ
月
に
一
回
の
結
活
相
談
会
、
個
人

的
な
相
談
と
「
初
め
か
ら
百
％
の
相
手
は
い
な
い
、
泣
い

て
笑
っ
て
ケ
ン
カ
し
て
、だ
ん
だ
ん
夫
婦
に
な
っ
て
い
く
」

等
と
謳
い
文
句
で
相
談
し
て
い
ま
す
が
、
少
子
化
・
未
婚

化
に
は
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
私
達
が
結
婚
し
た
頃

は
、
未
婚
の
男
性
は
、
社
会
的
に
も
一
人
前
の
人
間
と
認

め
ら
れ
な
い
と
、
云
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
現
在
は
男
女
と

も
に
立
派
に
活
躍
し
て
い
る
方
も
沢
山
お
り
ま
す
。
が
、

人
間
と
し
て
生
ま
れ
た
か
ら
は
、
結
婚
を
し
て
、
子
を
産

み
、
育
て
、
人
と
し
て
普
通
に
生
き
る
こ
と
が
、
私
達
マ

リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
最
大
の
願
い
で
す
。 

一
昔
前
は
、
女
性
の
結
婚
適
齢
期
は
ク
リ
ス
マ
ス
前
、

二
十
五
歳
ま
で
に
結
婚
し
な
い
と
、
嫁
に
貰
い
手
が
な
い

等
と
云
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
結
婚
適
齢
期
と
は
、
恋
愛
結

婚
は
別
に
し
て
、
現
在
は
男
性
の
平
均
初
婚
年
齢
三
十
六

歳
、
女
性
の
平
均
初
婚
年
齢
三
十
二
歳
、
結
婚
年
齢
が
男

女
と
も
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
の
少
子
化
・
未
婚
化
の
現
状
、「
男
性
の
四
人
に

一
人
、女
性
の
六
人
に
一
人
」が
生
涯
独
身
の
時
代
で
す
。

未
婚
者
の
九
割
が「
い
ず
れ
結
婚
す
る
つ
も
り
」で
す
が
、

結
婚
し
な
い
理
由
は
、「
仕
事
が
忙
し
い
」「
出
会
が
な
い
・

チ
ャ
ン
ス
が
な
い
」「
家
庭
を
持
つ
よ
り
一
人
が
気
楽
で
良

い
」
云
々
。 

親
御
さ
ん
は
、
自
分
の
息
子
、
娘
さ
ん
に
結
婚
し
て
も

ら
い
た
い
の
に
、
親
の
心
、
子
知
ら
ず
で
、
子
供
を
持
っ

て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
親
と
子
供
の
価
値
観
が
違

い
ま
す
が
、
私
達
お
せ
っ
か
い
お
ば
さ
ん
が
声
を
大
に
し

て
、「
ま
ず
は
結
婚
し
ま
し
ょ
う
、
家
族
っ
て
良
い
よ
」
結

婚
し
て
か
ら
は
「
楽
」
な
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、

「
楽
し
い
」
こ
と
は
何
倍
に
も
な
り
ま
す
、
そ
れ
が
「
家

族
」
で
す
。 

～今どきの結婚事情❤～    淀縄 光子 

が
ま
研
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
進
化
中
！ 

是
非
お
気
に
入
り
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。 

http//gamaken.wp.xdomain.jp/ 
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佐
藤 

貞
弘 

昔
あ
っ
た
あ
れ
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

筑
波
山
に
関
連
す
る
も
の
を
中
心
に
軽
～
く
紹
介
し
ま
す
。 

 

一
六
三
三
年(

寛
永
一
〇
年)

徳
川
三
代
将
軍
家
光
に
よ

り
建
立
さ
れ
た
知
足
院
中
禅
寺
は
、
本
堂(

大
御
堂
・
千
手

堂)

を
中
心
に
多
く
の
堂
社
が
立
ち
並
び
一
大
観
光
地
と

し
て
賑
わ
っ
て
い
た
が
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
へ
の

転
換
期
に
廃
仏
毀
釈
の
影
響
を
強
く
受
け
、
大
御
堂
や
堂

社
、
多
く
の
仏
像
が
焼
き
捨
て
ら
れ
た
と
い
う
。 

そ
の
後
大
御
堂
の
跡
地
に
は
一
八
七
五
年(
明
治
八

年)

に
筑
波
山
神
社
拝
殿
が
建
立
さ
れ
た
。境
内
に
は
江
戸

時
代
か
ら
の
建
物
と
自
然
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
年
間

約
二
百
五
十

万
人
と
い
う

筑
波
山
観
光

の
中
心
と
し

て
大
勢
の
参

拝
者
・
登
山

者
等
で
賑
わ

っ
て
い
る
。 

 

大
御
堂
の

段
下
に
は
同

時
代
に
建
立
さ
れ
た
仁
王
門(

二
王
楼
門)

が
あ
り
寺
号
額

「
中
禅
寺
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
が
現
在
で
は
残
さ
れ
た

建
物
に
神
額
「
筑
波
山
神
社
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
楼

門
の
左
側
に
倭
建
命(

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト)

、
右
側

に
は
豊
木
入
日
子
命(

ト
ヨ
キ
イ
リ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト)

の
像

が
あ
る
。 

随
神
門(

仁
王
門)

は
大
御
堂
と
同
時
期
に
建
立
、
二
度

の
消
失
で
現
在
の
建
物
は
一
八
一
一
年(

文
化
八
年)

に
再

建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
こ
に
あ
っ
た
仁
王
像

(

金
剛
力
士
像)

は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

明
治
の
廃
仏
毀
釈
で
撤
去
さ
れ
た
２
体
の
仁
王
像
は

東
福
寺(

真
言
宗
豊
山
派
、
つ
く
ば
市
松
塚
六
六
五)

に
移

さ
れ
た
。
こ
の
仁
王
像
は
桜
川
で
流
さ
れ
た
こ
と
か
ら
別

名
「
流
れ
仁
王
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
仏
教
を
守
護
す
る

そ
の
形
相
は
す
さ
ま
じ
く
、
し
か
も
腕
や
脚
の
筋
肉
の
筋

や
血
管
な
ど
細
部
ま
で
表
現
さ
れ
て
お
り
相
手
を
圧
倒
す

る
勇
ま
し
い
姿
は
、
時
の
流
れ
を
超
え
て
今
も
強
く
問
い

か
け
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
鎌
倉
大
仏
師
「
慶
海
」
の
作
。 

東
福
寺(

松
塚)

は
旧
桜
村
の
東
方
に
あ
り
桜
川
に
接

し
た
静
か
な
田
園
地
帯
に
あ
り
ま
す
。 

 

         
 

 
  

 

  
 

    

        
 

  
 
 
 
 

 
 

編 

集 

後 

記 

慣
れ
た
と
い
う
か
、
飽
き
た
と
い
う
か
、
自
粛
も
日

常
に
な
っ
た
昨
今
で
す
。
多
く
の
会
員
方
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
終
え
て
、
活
動
の
再
開
を
期
し
て
お
ら
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
半
年
ご
と
に
お
届
け
す
る
は
ず
の
か
わ

ら
版
も
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
玉
稿
に
よ
り
一
年
ぶ
り

に
、
ど
う
に
か
お
届
け
で
き
ま
し
た
。 

身
近
な
話
題
や
お
勧
め
の
場
所
・
物
で
も
大
歓
迎
！

次
号
の
原
稿
は
二
月
末
ま
で
に
ご
投
稿
い
た
だ
け
れ

ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
手
書
き
・
郵
送
（
田
神
宛
）・

メ
ー
ル
な
ど
、
ど
ん
な
形
式
で
も
大
丈
夫
で
す
。 

 
 

編 

集 

子 

メ
ー
ル
投
稿
先 

tgod6474@
i-next.ne.jp 

お知らせ 

コロナ感染状況は未だ予断を許さず、

残念ですが今年度の全ての事業を中止

といたします。 

 

〇がまの油売り口上講座 

〇歴史探訪会 

〇忘年会 

金
剛
力
士
像
・
阿
形
↓
・
吽
形
↑ 

筑波山下画図より 

東福寺楼門 
収束・・・ほぼ事態が収まってきた場合 
終息・・・すっかり終わる、完全制圧 

コロナにおける 
収束と終息の違い

って？ 


